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認
知
症
の
早
期
発
見
・的

　

．鎚

確
な
診
断
へ
、
２
０
１
８
年

４
月
ま
で
に
全
て
の
市
町
村

で
「認
知
症
総
合
支
援
事
業
」

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
十
勝
地

域
で
は
、
大
江
病
院
（大
江

　

，

徹
理
事
長
、
大
江
平
院
長
ｏ

１
５
４
床
）
が
、
十
勝
総
合

振
興
局
か
ら
の
要
請
を
受
け

管
内
１０
市
町
村
と
連
携
し
い

ち
早
く
認
知
症
初
期
集
中
支

　

、

援
チ
ー
ム
を
設
立
。
十
勝
方

式
の
認
知
症
支
援
体
制
を
構

築
し
た
。

１０市町村「合同は：全国的にも珍しい

自
治
体
に
も
実
際
の
様
子
を

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今

後
は
参
加
自
治
体
に
は
チ
ー

ム
員
会
議
の
様
子
を
公
開
す

る
計
画
だ
。
ま
た
、
訪
問
対

象
者
の
似
顔
絵
な
ど
を
使
っ

て
、
事
前
に
サ
ポ
ー
ト
医
に

よ
り
多
く
の
情
報
を
伝
え
、

さ
ら
に
円
滑
に
支
援
し
て
い

く
考
え
だ
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
十

勝
方
式
と
し
て
注
目
さ
れ
、

道
外
か
ら
も
見
学
者
が
訪
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
同
病
院

で
は
「徐
々
に
管
内
で
サ
ポ

ー
ト
医
が
増
え
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
２
～
３
年
継
続
し

た
後
は
、
各
自
治
体
が
独
自

に
進
め
て
い
く
の
も
一つ
の

方
法
」
と
み
て
い
る
。

大
江
病
院

よ
っ
て
認
知
症
総
合
支
援
の
準
議
案」
に
取
り
組
む
。

の
が
大
江
病
院
だ
。
同
病
院
来
患
者
数
は
２
万
４
千
人
、
１４
年
か
ら
市
内
４
カ
所
の
地

る
の
が
難
し
い
こ
と
も
あ
つ
く
り
が
進
む
中
で
、
１５
年
４
町
、
池
田
町
、
浦
幌
町
の
１０

再
度
、
包
括
セ
ン
タ
ー
で
会

は
１
９
６
９
年
に
精
神
科
病
新
患
数
は
１
千
人
を
超
え
て
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
顔
て
、
直
接
患
者
か
ら
依
頼
を
月
に
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
市
町
村
合
同
に
よ
る
初
期
議
を
行
い
、
サ
ポ
ー
ト
医
も

院
と
し
て
開
設
。
就
労
者
へ

の
夜
間
診
療
、
遠
方
患
者
の

た
め
の
サ
テ
ラ
イ
ト
診
療
の

　

事
業
化
が
定
め
ら
れ
た
。
認
．
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ほ
か
、
治
療
を
継
続
し
再
発

，
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
配
ー
ム
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
を
防
ぐ
た
め
の
精
神
科
訪
問

．置
し
、
医
療
介
護
等
の
連
携
医
を
含
め
た
医
療
・介
護
職
看
護
、
作
業
療
法
士
に
よ
る

　

強
化
な
ど
に
よ
る
支
援
体
制
が
合
同
で
、
多
様
な
専
門
性
精
神
科
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

　

構
築
や
認
知
症
ケ
ア
の
向
上
を
生
か
し
て
訪
問
支
援
を
早
シ
ョ
ン
、
臨
床
心
理
士
に
よ

　

を
図
る
鼓
励知
症
地
域
支
援
・
く
か
ら
包
括
的
・集
中
的
に
る
精
神
療
法
な
ど
で
在
宅
生

　

ケ
ア
向
上
事
業
」
と
、
認
知
行
う
が
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
活
を
支
援
。
十
勝
精
神
保
健

　

症
患
者
や
そ
の
家
族
に
早
期
医
の
不
足
な
ど
が
課
題
と
な
協
会
の
各
種
事
業
に
も
関
わ

　

か
ち
関
わ
る
鼓
鋤知
症
初
期
う
て
い
る
。
．

　　　　

る
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い

　

集
中
支
援
チ
ー
ム
」
に
よ
り

　

十
勝
管
内
で
も
同
様
の
状
る
。

　

早
期
診
断
・治
療
に
向
け
た
況
の
中
、
事
業
実
現
に
向
け

　

認
知
症
分
野
で
は
、
９７
年

　

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す
る
十
勝
総
合
振
興
局
が
パ
ー
ト
に
重
度
痴
呆
疾
患
入
院
治
療

　

「認
知
症
初
期
集
中
支
援
推
ナ
ー
と
し
て
協
刀
を
求
め
た
料
（５４
床
）、
重
度
痴
呆
患

者
デ
イ
ケ
ア
（２
）
（定
員

１５
人
）
を
届
け
出
た
の
を
皮

切
り
に
、
老
人
性
痴
呆
指
導
’

対
策
事
業
と
し
て
「老
人
性

　

≠

痴
呆
疾
患
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
。
さ
ら
に
重
度
認
知
症
デ

イ
ケ
ア
を
始
め
、
２
０
１
３

年
に
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
も
開
設
す
る
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し

て
お
り
、
現
在
、
１
５
４
床

の
う
ち
５４
床
が
認
知
症
病
棟

と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
長
年
の
実
績
に

よ
っ
て
、
管
内
で
の
認
知
症

治
療
と
い
え
ば
大
江
病
院
と

い
う
評
価
が
定
着
。
１５
年
度

い
る
。

の
認
知
症
疾
患
に
関
す
る
外

　

同

顔の見える関係づくり
認知症総合支援１０市町村でチーム

の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を
目
受
け
る
の
で
は
な
く
、
必
ず
の
設
置
に
関
し
、
振
興
局
か
集
中
支
援
チ
ー
ム
韓

指
し
て
、毎
月
会
議
を
行
い
、
そ
の
地
域
の
包
括
支
援
セ
ン
ら
協
力
要
請
が
あ
り
快
諾
。
た
。
同
病
院
か
ら
＝

情
報
交
換
や
困
難
事
例
に
関
タ
ー
が
往
診
シ
ー
ト
を
作
成
す
で
に
各
自
治
体
の
地
域
包
事
長
、
佐
々
木
セ
、

す
る
学
習
会
な
ど
を
開
催
。
し
、
事
前
に
話
し
合
っ
た
う
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
交
流
長
の
ほ
か
、
大
森
一－

１５
年
か
ら
は
、
対
象
を
管
内
え
で
診
療
を
行
う
形
と
し
て
が
あ
った
た
め
、
設
立
準
備
症
看
護
認
定
養
護

全
て
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
い
る
。
「結
果
と
し
て
各
地
会
議
で
の
話
し
合
い
は
ス
ム
し
て
い
る
。

タ
ー
に
広
げ
て
い
る
。
併
せ
域
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ー
ズ
に
進
捗
。
「自
治
体
と

　　

、

　

０

て
、
同
年
４
月
か
ら
は
認
知
の
交
流
が
増
え
、
連
携
強
化
委
託
料
等
の
詳
細
な
打
ち
合

　

．チ
ー
ム
設
置
１
１

症
患
者
に
対
す
る
往
診
を
開
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
わ
せ
は
、
振
興
局
が
一手
に
対
応
し
た
の
は
４
Ｍ

始
す
る
な
ど
、
地
域
医
療
に
佐
々
木
雅
美
セ
ン
タ
ー
室
長
担
っ
て
く
れ
た
」
（佐
々
木
支
援
セ
ン
タ
ー
か
〉

貢
献
し
て
い
る
。

　　　

は
話
す
。

　　　　　　

セ
ン
タ
ー
室
長
）
こ
と
も
あ
．供
を
受
け
、
初
回

　

往
診
は
、
地
域
や
患
者

　　　

・今

　　　　

．り
、
帯
広
市
、
音
更
町
、
土
事
前
打
ち
合
わ
せ

の
詳
細
な
状
況
を
把
握
す

　

こ
う
し
た
地
道
な
関
係
づ
幌
町
、上
士
幌
町
、清
水
町
、
そ
の
後
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
と

ま
だ
実
績
は
少
な
い
も
の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

芽
室
町
、
中
札
内
村
、
幕
別

包
括
ス
タ
ッ
フ
で
訪
問
し
、
の
、
訪
問
を
行
っ
て
い
な
い

多職種が参加してのチーム員最終打ち合わせ会議
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凶
年
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介
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症
疾
患
に
照
る
外
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セ
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１
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大タエ病院は長年の言忍知症正治’療の実糸貫を生かし、
中′ｂ白勺力ま〒没書りをま旦，って「いる


